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会長就任挨拶

湘南日独協会会長 木原 健次郎

本年4月28日 総会にて会長に

選任されました木原です。大き

な環境変化の中ですが、誠実に

職務に向き合ってゆきたいと思

いますので、従来通り、ご指

導・ご支援を宜しくお願い申し

上げます。

副会長就任時にも申し上げましたが、私は某電子

部品メーカーに海外要員として入社以来、ドイツ

(Düsseldorf)・豪州（Sydney）・米国（NY）と、

事業部現地法人に合計23年勤務するという、海外畑

専門と言えば聞こえは良いのですが、本流の電子部

品とは離れた事業部の、言わば傍流を歩いてきた、

ごく平凡な人間です。（事業部門の盛衰に伴って、

それなりに天国・地獄の両方を味わいましたが）。

Düsseldorfには、1977-1985の8年間勤務しました

が、丁度事業部製品（記録メディア）の成長期にあ

たる時期で、多忙を極めたものの、楽しく充実した

時代でした。ドイツ駐在とは言え、担当したのはド

イツ以外の欧州全域（当時は冷戦時代で、東欧とは

取引できず）で、事務所内でのドイツ人従業員から

各国客先との業務まで、専ら英語でのコミュニケー

ションでしたので、ドイツ語は殆ど分からないまま、

その後の豪州現法、米国現法勤務を経て帰国しました。

海外勤務の3ヶ国は、それぞれに素晴らしさがあ

りましたが、私はやはり、長い歴史に裏打ちされた

ドイツの「陰影のある」とでも言うべき深みのある

文化・雰囲気や、ドイツ人の世間ずれしていない純

朴さ・剛直さ（芯の強さ）に一番惹かれました。 

（こういったドイツの精神風景を生み出したものは、

太陽に恵まれない、長い冬という厳しい自然環境

だったのではないでしょうか。この点、災害の悲惨

悲哀を何世紀も味わい続けた日本人のメンタリ

ティーとどこか繋がるものを感じます）。

Berlinの壁崩壊、ドイツ再統一に至るdramaticな

展開はNY在勤時の出来事でしたが、こんな、魂を

揺さぶる人間ドラマ、世界史の大きな転換点を自分

の生きた時代の出来事として経験できるのは、何と

いう幸運かと感じました。

帰国後、一念発起、ドイツ語を勉強しようと、

偶々江ノ電沿線新聞に出ていた湘南日独協会のドイ

ツ語講座に参加したのが、湘南日独協会に入会

（2005）した動機でした。その後、同講座の同級生

の皆さんと一緒に、ドイツの雑誌や新聞記事を読む

会を開催し、議論したのも良い思い出です。

その日独親善を目的に活動する湘南日独協会です

が、社会全体の高齢化、digital化、日本人の意識に

於けるドイツ・ドイツ語の相対的な低下などから、

今後どのようにその存在意義を訴えていけるのか問

われています。ただ、理想だけ高く掲げても、現実

的な力量が伴わなければ、何の結果にも繋がりませ

んので、当面出来る事から進めてゆくしかありませ

ん。湘南日独協会の関与する市民レベルの国際交流

を考えた場合、当面の目標は、「楽しみながら個人

として成長する場、教養を高められる場を提供す

る」事だろうと考えます。「ドイツ語講座」、「ド

イツ文学を原書で読む読書会」、「見て聴いて楽し

む音楽史」、「ドイツ人とのお喋りの会」(SAS)、

「ドイツ語で歌う会」(SWZ)等の活動がありますの

で、多くの会員の皆様の御参加を期待しています。



ご希望・ご提案も大歓迎です。イベントとしては、

5/19に、創立25周年記念として「日本文化に親しむ

会」を横浜の茶室で開催し、お茶とお香を楽しんで

頂きました。秋にはBierfestを開催すべく検討中です。

又、月例講演会（例会）は、日独・EU関係は勿論、

幅広いテーマで開催しています。会員の皆様も、ご

自身のドラマ、ストーリーをお持ちではないでしょ

うか。湘南日独協会は、より多くの会員の皆様に喜

んで頂ける活動を目指して努力してまいります。今

後とも、ご支援・ご協力を宜しくお願い致します。

P.S. 現下の湘南日独協会運営面を見ますと、コロ

ナの3年間を何とか切り抜けてきたとは言え、極端な

マンパワー不足の状態で、相談役が会報の編集に追

われ、名誉会長が例会の企画運営に走り回り、会長

が事務局を兼務するという状況です。是非、ITに詳

しい若い会員のご助力お申し出をお願い致します。

併せて、ご寄付もお願い出来れば幸いです。

☆ ☆ ☆

２月例会

講演会「いつか来た道～銀行危機の系譜」

講師 斎藤 和男 氏（元城西大学講師）

 寄稿者 会員  佐々木 進

この講演を拝聴しながら、金融機関

における過去の危機とその背景、また

そのリスクを防止する仕組みが創りあ

げられていることを、学ぶことができました。只、創り

あげられた仕組みをくぐり抜けて市場が形成され、そ

の結果、危機が再燃する姿も歴史の中で生じている状

況も見ることができました。

私は、大学が工学部で、会社はエレクトロニクス

メーカに勤務し、長年、技術開発や企画系の仕事を

して来ましたので、金融系は、最も知識や経験のな

い分野でした。またドイツへの赴任は、１９９７年か

ら２００６年迄で、日本の銀行危機の真っ只中でした。

２００６年に帰任すると、昔あった銀行が消えて、

大きく再編され、昔の銀行との関連が認識できない

状態でした。赴任した１９９７年－１９９８年は、山

一證券、北海道拓殖銀行、日本長期信用銀行、日本

債券信用銀行などが、大きくマスコミで報道され、

ドイツのテレビで放映されている姿を見ていました。

また、２００８年のリーマンブラザースの衝撃も

大きなものがありました。サブプライム住宅ローン

によるローン返済の問題や証券化商品の価格下落な

どで、リーマンブラザース破綻や保証会社、公社な

どが経営危機に繋がり、それがグローバルに拡散さ

れ、長期に渡ることになり、私も、その影響を少な

からず受けることとなりました。

近年では、ＳＶＢ，シグネチャーバンク、クレ

ディ・スイスの危機が大きく取り上げられ、リーマ

ンブラザースの再燃かと思われました。

講演でありました通り、いずれにおいても要因が

あり、その要因に対する教訓を得て、再燃すること

を防止する仕組みが構築され、それが繰り替えされ

ていく金融市場であることを学ぶことができました。

講師の斎藤氏は大手の金

融機関出身で、現在は経

営・システム一般の企業研

修・セミナー等の講師を務

めておられ、当日もパワー

ポイントを使用され熱の

籠った講演でした。
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講演会会場



講演会当日は小雨模様の一日でしたが、ドイツ大

使館よりお迎えしたお二人の素晴らしい呼吸の合っ

た講演に時間を忘れた一時でした。

部長夫人はご同行頂けませんでしたが、お二人の

お嬢様が講演の間会場で静かにお聞き頂き、懇親会

の会場でも大好きなものをお召し上がり、元気にお

過ごしになられました。

通訳のヴィンシャーマン氏は名前に敏とあるよう

に、御母上が日本人であることもあるかも知れませ

んがとても流暢な日本語通訳で素晴らしかったと思

います。

今回は寄稿を、新たに湘南日独協会の理事に就任

頂いたダウシュ・三浦  ハンナさんに、日本語訳は

同じく、新任理事の星野諭さんにお願いしました。

３月例会

講演会 「現在の世界の状況下での

ドイツと日本の友好関係」

講 師 グロートフーゼン

駐日ドイツ大使館文化部長

寄 稿 者 会員  ダウシュ・三浦 ハンナ

日本語訳 会員  星野 諭

全国日独協会連合会総会参加の報告

日時 2024年4月19日～20日

会場 鳴門市ドイツ館大会場

 ☆

今回は「鳴門市・リューネブルク市姉妹都市盟

約締結50周年記念」を兼ねて開催され、鳴門市は

大変盛り上がっていました。

現駐日ドイツ大使、元駐日大使（現独日協会連

合会会長）、日独協会連合会会長が参加され、国

内２０団体、ドイツから６団体参加があり、活発

な意見が交わされ今後の両国の団体の交流の活発

化の方向が打ち出されました。

         （大久保）

グロートフーゼン氏(右側)と通訳のヴィンシャーマン敏氏

講演会会場

お二人のお嬢様も参加しての懇親会

ダウシュ・三浦  ハンナ理事 星野  諭 理事
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＜2024 年 3 月 24 日グロートフーゼン駐日 

ドイツ大使館文化部長講演記録日本語訳＞ 

 

2024 年 3 月 24 日、湘南日独協会の講演シリーズ

で、ドイツ連邦共和国大使館の文化担当一等書

記官、ゼーンケ・グロートフーゼン博士が「現

在の世界の状況下でのドイツと日本の友好関係」

について話されました。講演はドイツ語で行わ

れ、駐日ドイツ大使館の通訳・翻訳部文化担当

のヴィンシャーマン敏氏が通訳されました。 

グロートフーゼン博士は、湘南日独協会の会長

である島氏と湘南日独協会の名誉会長である大

久保氏によって簡単に紹介されました。 

グロートフーゼン博士は、ニーダーザクセン州

出身で、ゲッティンゲン大学とアメリカで学ん

でいます。日本には 2 年間滞在しています。 彼

の専門分野は、比較文化学、日本とドイツの相

違点と共通点、現代の日本です。 

 

以下は講演の要約です： 

ドイツと日本の類似した近現代史や経済発展は、

外交関係の理想的な事例です。 第二次世界大戦/

太平洋戦争後の両国の歴史は、ある国の力を他

国に無制限に拡大することはできないことを示

しました。この認識と、防衛以外の戦争を再び

行わないという立場は、ドイツと日本の友好関

係の基盤の一部でもあります。 

両国とも資源に乏しく、輸入と輸出に依存して

います。経済的、政治的に繁栄するためには、

両国とも他国の信頼と尊敬を勝ち取る必要があ

りました。これは第二次世界大戦後に民主主義

国家への発展を通じて可能となったもので、平

和、国際法、および相互信頼に基づくものです。 

日本とドイツの政府は、彼らの関係を価値観の

パートナーシップと見なしています。これらの

価値観は長い間成長し、過去数年間で深化して

います。 

歴史的に見て、両国には類似点も相違点もあり

ます。類似点にはとりわけ、経済的基盤、勤勉

さ、時間厳守、および仕事への姿勢などが含ま

れます。 

相違点は、両国の国家成立の由来にあります。 

江戸時代以来、日本は政治的に統一された国で

した。現在、日本は都市である東京を中心に 47

の都道府県から成る中央集権的な国家です。 

ドイツは、プロイセン王が皇帝に即位し、オッ

トー・フォン・ビスマルクが初代帝国首相に任

命された 1871 年に、25 のドイツの単一州から成

るドイツ国家が初めて誕生しました。それは連

邦的な、君主制の国家であり、民主主義国家で

はありませんでした。 

現在、教育、科学、文化の分野で特に力を持つ

16 の連邦州が存在しています。たとえば、G7 サ

ミットでは、それらの分野において、連邦政府

の代表者と州政府の代表者がそれぞれ 2 人ずつ

出席しました。 

1871 年、ドイツは科学と文化の面では近代的で

したが、政治的な点では遅れていました。ヨー

ロッパの中心に位置するドイツは、ヨーロッパ

のパートナーがいない状況に脅威を感じていま

した。軍事力も強力であり、またヴィルヘルム

皇帝も国土の拡大と権力の伸長を目指す競争を

支持しました（第一次世界大戦、1914 年-1918

年）。 

第 2 次世界大戦（1939-1945）での敗北後、世界

中で多くの死者と 600 万人のユダヤ人の殺害犠

牲者を出したことで、ドイツは歴史的、道義的、

政治的な責任を負うことになりました。それゆ

えドイツはイスラエルに対する特別な責任を負

っています。これは、2023 年 10 月 7 日のハマス

によるイスラエルへのテロ攻撃の後にも明らか

になりました。このときオラフ・ショルツ連邦

首相は、「イスラエルの安全保障はドイツの国家

的な義務である」と強調しました。これによっ
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て彼は、15 年前にイスラエル議会における演説

でこの概念を用いた彼の先駆者、アンゲラ・メ

ルケル前首相に続いたのです。 

1861 年、日本とプロイセンは修好通商条約に署

名し、これにより 160 年以上にわたる外交関係

と独日友好の基礎が築かれました。独日の価値

観のパートナーシップは多年にわたり発展して

きました。 

明治時代初期には、わずか数年で近代的な日本

が誕生しましたが、その過程でヨーロッパの影

響も受けました。ドイツの影響はとりわけ司法、

法の支配、医学（エルヴィン・フォン・べルツ

医師が 1876 年に来日）、文化の領域に及びまし

た。哲学や文学の領域での影響は、相互的なも

のでした（ゲーテ、カフカ、ハイデガー、森鴎

外、村上春樹、多和田葉子など）。 

音楽においても相互に影響があります。ドイツ

のオーケストラや合唱団が日本に来てコンサー

トを行っています。多くの日本人音楽家がドイ

ツのオーケストラに所属しており、日本の音楽

教師がドイツでヤマハメソッドに基づいて指導

を行っています。日本ではバッハ・コレギウム

が設立されました。 今年は、ベートーヴェンの

第 9 交響曲がウィーンで初演されてから 200 年

目の記念の年です。1918 年には第 9 交響曲が板

東俘虜収容所において日本で初めて演奏され、

その後、日本の多くの場所で毎年演奏されてい

ます。 

ここでは全てを詳細に挙げることができないほ

ど多くの分野で、相互の影響は大きいものがあ

ります。それには例えば、スポーツ、マンガや

アニメ、ポップカルチャー、建築、食などがあ

ります。 

独日政治関係の基盤は個人的な接触にあります。

日本には65の日独協会があり、ドイツには50の

独日協会があります。神奈川県とバーデン＝ヴ

ュルテンベルク州、鎌倉市とヴァイマル市が姉

妹都市提携を結んでいます。 

良好な双方向の友好関係とパートナーシップは、

ドイツ政府関係者の日本訪問でも明らかです。

2022 年 4 月にはオラフ・ショルツ連邦首相が、

7 月にはアンナレーナ・べアボック外務大臣が、

11 月にはフランク＝ヴァルター・シュタインマ

イヤー連邦大統領が来日しました。 

2023 年 3 月には、ショルツ連邦首相が複数の閣

僚とともに独日政府間協議のために東京を訪れ

ました。両国側ともドイツと日本の良好な関係

を強調しました。 

2023年5月の広島でのG7サミットに合わせて、

ショルツ連邦首相が再び来日しました。この会

合も好評でした。 

最近の数年間には、多くの連邦州首相も会談の

ために日本を訪れました。 

両国の協力は軍事および安全保障分野でも行わ

れています。2021 年にはドイツの軍艦「バイエ

ルン」が日本を訪れました。2022 年にはドイツ

のユーロファイターが日本の戦闘機とともに富

士山での演習に参加しました。2024 年には日本

とドイツが軍事協定「ACSA（物品役務相互提

供協定）」を締結しました。 

経済関係も良好です。日本には現在 450 社のド

イツ企業があり、ドイツには 1,800社以上の日本

企業が進出しています。 

将来に関して、日本とドイツは同じ課題に直面

しています。すなわち高齢化社会、気候変動、

AI、デジタルトランスフォーメーションなどです。 

緊密な友好関係、相互の信頼、そして多岐にわ

たる分野での持続的な交流は、両国間の良好な

関係を維持するための最良の前提条件となって

いるのです。 

ダウシュ・三浦  ハンナ 

日本語訳 星野 諭 



先生にとっては衝撃ではあったが、同時に「自身の考

えの正しさ」という大きな自信も生まれたそうである。

その翌日は、旧知のDr. Eckehard Cunyの車と案内

で、まずハイデルベルクのBerg Friedhof 墓地のKuhn

教授の墓参りをした。同墓地には大指揮者 Wilhelm

Furtwänglerの巨大な墓もある。

ついで、ハイデルベルグ大学の理系キャンパスに近い

市営墓地のBrossmer教授のこじんまりしたお墓を訪れ

て、長年にわたるご厚誼に感謝申し上げた。

先生は９０歳超えるご高齢にも拘らず、今回のドイ

ツ旅行は精力的に、留学中の研究拠点ダルムシュタッ

トを皮切りに、ドレスデン（先生の一番お好きだとい

う街）、オスナブリュック、ミュンヘンと驚異的な旅

程をこなされました。（先生のドイツに対する熱き想

いがこれだけでも感じることができます。）

面識を得てからBrossmer教授との交流は長く続いた

とのことであったが、筆者のように一般の会社の業務

の中でドイツ及び日本の化学会社とも付き合った経験

上、日本とドイツの頭脳が交流し、時には火花を散ら

したであろう歴史が日本産業の底流にあり、これまで

の日本経済の多大な発展に寄与したであろうと感慨深

く思った。（24年4月28日）

あとがき

槇村久子・京都女子大学教授によると、ドイツの2017

年での火葬率は62.0％であるが、先生が知るドイツの

大学人はすべて土葬とのことである。

４月例会

講演会 「夢が叶う―13年ぶりのドイツ一人旅」

 講師  中川 淑郎 会員 横浜市立大学名誉教授

  寄稿者 会員 田中 満穂

 講演会には先生の教え子らしいお客

さまも何人か見えておられました。先

生のことを何も知らずにこの感想文を

書くことは失礼のみならず、そもそも

感想文そのものも進まないと思い、インターネットで

調べさせていただきました。

ただ、本日のお話の主眼は専門分野のお話ではな

く、コロナ騒動を経て、漸く13年ぶりに懐かしいドイ

ツ訪問が可能になり、敬愛する大先生の墓参報告で

あった。

WHOの発表によると、2023年の日独の平均寿命は

〔日〕84.3歳/1位（男81.5歳/2位、女86.9歳/1位）；

〔独〕81.7歳 /20位、（男78.7歳 /26位、女84.8歳 /9

位）。ゆえに、先生が敬愛するドイツの先生方はすべ

て故人になられています。

1965年以降4回にわたり、合計６年半を研究拠点とし

て先生が過ごされた、ダルムシュタット工科大学・

Lichtwiese キ ャ ン パ ス に 隣 接 す る 墓 地 に 眠 る

Prof. F . W. Lichtenthalerを、Eve-Maria夫人（ウイー

ン生まれ）と共に参拝後、ご邸宅に招かれ、お手製の

ザッハトルテを賞味・歓談された。

そもそも先生が化学研究のためドイツをめざされた

きっかけは、Richard Kuhn教授（ノーベル化学賞受賞

者）とReinhard Brossmer教授が連名で発表した「経験

則を適用したシアル酸の立体構造決定」である。しか

し「これは証明になっていない」と断じて、ハイデル

ベルク大学のKuhn教授の研究室に乗り込んで「全合成

法で決着させる」研究計画書を添えて、アレクサン

ダー・フォン・フンボルト財団奨学金申請書を東京の

ドイツ大使館に提出した（1961/10/2）。

しかし同総裁のHeisenberg教授（ノーベル物理学賞

受賞者）から「不採用通知書（1962/5/24付け）」が届

いたその直後に、両教授連名の「訂正論文（受理：

1962/3/12）」がAngew. Chem. 誌に出現した。
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講演をする中川先生 Prof. Lichtenthaler夫人と講師

指揮者 W.Furtwänglernの墓 Prof. R.
Brossmer

Prof. R.Kuhn



湘南日独協会創立２５周年記念

日本文化に親しむ会

～お茶とお香をとおして～

参加の方から頂きました感想は次号に掲載の予定です。 大澤 由美子

宇庵裏路地

５月19日（日）に開催しました。

多少雨が心配な空模様でしたが、

しっとりした庭の緑を楽しみなが

らの会となりました。

午後の席では銘香を楽しんで

いただきました。

後水尾天皇が名前を付けられ

た「初雁」という銘香を聞い

ていただきました。

源氏香の図

７

会のテーマは「源氏物語」

午前中のＡ席（座礼）Ｂ席（立礼）では、お茶では

器や花やお菓子で源氏物語の世界を味わい、お香

では源氏香を楽しんでいただきました。



劇場で働くコレペティトアの重要な仕事の一つに

Tastendienstがあります。日本語に訳すと“鍵盤の仕

事”。今年の春はそのTastendienstが多かったので、

今回の便りではその仕事内容をご紹介したいと思い

ます。

Tastendienstとはオーケストラ奏者として鍵盤楽器

を演奏する事です。具体的には、ピアノ、チェレス

タ、キーボード、オルガン、チェンバロ等を定期演

奏会やオペラ公演で演奏します。この春にはミュー

ジカルのThe Apple Tree（リンゴの木）という作品

を稽古していたのですが、その稽古と並行して

Filmkonzert（映画音楽コンサート）の稽古が始まり

ました。今回はジョンウィリアムスの作品だけを取

り上げており、スターウォーズ、ハリーポッター、

ジュラシックパーク等が演奏されました。指揮は同

僚のカペルマイスターが担当し、私はTastendienstを

担当しました。ジョンウィリアムスと言えばトラン

ペット等の金管楽器が大活躍しますが、実は目立た

ないのですがヴァイオリンや木管楽器が１６分音符

の速いパッセージを頻繁に演奏していて、作品の華

やかさを演出しているのです。そしてそこには鍵盤

楽器も参加していて、ピアノとチェレスタは大変難

易度が高いパート譜になっているのです。

さて、コレペティトアとしてTastendienstの仕事が

ある時の最初のやるべき事はパート譜を確保する事

です。最初のオーケストラの稽古日を把握し、遅く

てもその１～２週間前に稽古場の楽譜置き場に楽譜

を取りにいかなければなりません。今回私はミュー

ジカルの稽古に従事しており、日程的にFilmkonzert

の最初の稽古はミュージカルのプレミエが終わった

直後に始まると把握していました。なぜなら過去10

数年の経験では、プレミエ前の１週間は１つのプロ

ダクションに集中し、別のプロダクションを並行し

て稽古した事がなかったからです。しかし、たまたま

同僚との会話の中で、プレミエの５日前にミュージカ

ルの稽古の隙間にFilmkonzertの稽古が始まる事を聞

いてびっくり仰天！もちろん自分のミスなのですが、

大急ぎでパート譜を取りに行きました。そしてその音

符の多さを見てまたしてもびっくり仰天！その時点で

最初の稽古まであと５日、大慌てでミュージカルの稽

古の隙間をぬって練習しました。最大の見せ場はなん

といってもハリーポッターのテーマ。冒頭のチェレス

タのソロで始まり、その後も１６分音符のオンパレー

ド！その他、弾くのが楽しかったのは映画ジョーズの

テーマ。冒頭でサメが現れる海を表現する場面ではピ

アノの低音のトレモロで始まり、サメが現れてからも

ピアノのソロがあります。

こうしてミュージカルのプレミエとFilmkonzertの

本番がそれぞれ無事成功し、次の演目はリヒャルト

シ ュ ト ラ ウ ス 作 曲 の 薔 薇 の 騎 士 。 こ ち ら の

Tastendienstの仕事も私に回ってきました。薔薇の騎

士で一番有名なのは第２幕冒頭の銀の薔薇の贈呈の場

面なのですが、ここではまたしてもチェレスタの大き

なソロがあります。この場面は遅いテンポなのですが、

両手で３和音を弾き、その３和音が高音と低音を何度

もジャンプするので、鍵盤を見ながら弾く必要があり

ます。それはつまり指揮者を見れない事を意味するの

です。その中で距離の離れた弦楽器やハープと合わせ

なければなりません。そして本当の難しさは、その場

面まで出番が少ない事なのです。チェレスタパートは

第１幕約１時間１５分の中で演奏機会はおよそ３０小

節、時間にして約２分程しかありません。ひたすら休

みの小節を数えていきなり大きなソロを演奏しなけれ

ばならない。これがTastendienstの一番難しい所だと

私は思っています。普段オペラの稽古を弾いていると、

弾いている間に油がのってくるものですが、休みが多

いTastendienstの場合その時間がありません。

私の場合、本番前にいつもより多めに基礎練習等に

時間を費やしたり、早めに会場入りして本番の楽器で

練習する時間を確保するように努めています。薔薇の

騎士では曲の終盤に薔薇の贈呈を回想するシーンがあ

り、ここでも大きなチェレスタのソロがあります。

薔薇の騎士のプレミエは大

成功し、後日の新聞の批評

に公演の最後のチェレスタ

がMagisch（マジックのよ

う）であったと書いてもらい

演奏した甲斐がありました。

ブレーマーハーフェン 志賀トニオ氏

劇場便り 37
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オペラ「薔薇の騎士」に子役で出演

した長女とオーケストラピットで

映画音楽コンサートで、チェレスタ

とキーボードを弾く筆者の様子



湘南日独協会 第25回定時総会 議事録

開催日時 2024年4月28日（日）15：30～16：15

会 場 ミナパーク 505 会議室

配布資料：総会議事次第、2023年度活動報告、2023年度

決算報告並びに監査報告、役員選出、2024年度事業計

画、2024年度収支予算書

１．島会長による会長挨拶

当日配布の総会資料に基づいて報告

２．第１号議案「2023年度活動報告」

島会長 より説明・・承認された

３．第２号議案「2023年度会計報告」

大澤理事より説明・・承認された。

４．第３号議案「2023年度監査報告」

木原理事より説明・・承認された

５．第４号議案「役員選出」  

島会長 より説明・・承認された

６．第５号議案「2024年度事業計画」

島会長 より説明・・承認された

７．第6号議案「2024年度予算案」

大澤理事より説明・・承認された

以上をもって、第２5回定時総会は終了した。

議事の過程で行われた質疑応答概要は以下の通り：

・第５号、６号議案関係

Q: 2024年度事業計画でオクトーバーフェストは検討

中となっているが、実施されるのか？

A: 従来型のオクトーバーフェストの実施は、諸般の事

情（収支の大幅赤字予想、採算点レベルの来客数確

保が困難、当協会の財政面・マンパワー面での能力

等）から難しい。現在、会員の期待に応えられ、か

つ、現状から見て無理のない形での代案を検討して

います。

Q: 総会の定足数規定が無いのは何故か？

A: 定足数を定めた場合、総会が不成立となる可能性が

あり、そうなった場合、事務上の負担が大きく、通

常業務に支障をきたす事になります。

可能な改善策を今後も検討してゆきますのでご理解

をお願い致します。

2023年度 活動報告

①例会等の開催

・4月 第24回総会

・例会「講演会」を10回開催

・「音楽史」を2回開催

・ミニコンサート10月開催

・新年会を久しぶりに開催

②ドイツ人とのおしゃべりの会（SAS)11回開催

③ドイツ語で歌おう（SWZ)10回開催

④国際交流イベント 藤沢、鎌倉に参加

⑤ドイツ語講座 オンラインと対面で開催

⑥読書会 毎月2回開催

⑦広報活動  Der Wind 4回発行、江ノ電沿線新聞への

広告実施、ホームページの拡充

⑧協会合唱団「アムゼル」の活動支援

藤沢合唱祭参加、ゾーリンゲン・国際  

コーラスフェストへビデオ参加

⑨協会運営  役員会を毎月開催

⑩コロナ渦の感染症防止策を取りながら諸活動を

   ほぼ計画通り実施

2023年度決算報告書  2023年4月1日至2024年3月31日
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貸借対照表

資産の部 負債及び剰余金の部

ゆうちょ銀行普通 398,376 次期繰越金 593,597

ゆうちょ銀行当座 146,104

ドイツ語講座 48,842

現金 275

合計 593,597 合計 593,597

収支決算書
収入の部

区分 員数 予算額 員数 決算額 備考

１、会費収入他

前期繰越金 599,355 599,355 

入会金 4 8,000 5 11,000 

年会費 110 320,000 105 303,500 

寄付金 107,000 17

利息 3 

合計 927,355 1,020,858 

２、事業収入

例会 500,000 577,220

ドイツ語講座 1,100,000 1,022,000 

読書会 200,000 225,000

ＳＡＳ 80,000 47,000 

楽しむ音楽史 0 17,000 

ＳＷＺ 90,000 69,000 

国際交流費 80,000 86,300 

25周年記念事業費 0 0 

合計 2,050,000 2,043,520 

収入合計 2,977,355 3,064,378

支出の部

区分 員数 員数 決算額 備考

１、運営経費

広報費 260,000 155,036 

通信費 70,000 62,796 振込通知110*57 6270

事務用品費 50,000 43,632 

事務局経費 200,000 155,065 

諸雑費 31,000 30,100 

その他 0 38,000 

合計 611,000 484,629 

２、事業経費

例会 350,000 530,373

ドイツ語講座 1,050,000 1,052,475 

読書会 150,000 145,683

ＳＡＳ 40,000 28,673 

楽しむ音楽史 0 18,000 

ＳＷＺ 50,000 44,660 

国際交流費 75,000 86,288 

25周年記念事業費 200,000 65,000 

合唱団育成費 15,000 15,000 

合計 1,930,000 1,986,152 

支出合計 2,541,000 2,470,781 

差引余剰金 436,355 593,597 



2024年度 収支予算書

 2024年4月1日至2025年3月31日
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収入の部

区分 23年度決算額 員数 24年度予算額 備考

１、会費収入等

前期繰越金 599,355 593,597 

入会金 11,000 4 8,000 

年会費 303,500 110 320,000 

寄付金 107,000 

利息 3 

合計 1,020,858 921,597 

２、事業収入

例会 577,220 600,000

ドイツ語講座 1,022,000 1,100,000 

読書会 225,000 200,000 

ＳＡＳ 47,000 60,000 

見て聴いて‥音楽史 17,000 0 休会

ＳＷＺ 69,000 80,000 

国際交流費 86,300 80,000 

25周年記念事業費 0 0 

合計 2,043,520 2,120,000 

収入合計 3,064,378 3,041,597 

支出の部

区分 23年度決算額 員数 24年度予算額 備考

１、運営経費

広報費 155,036 200,000 

通信費 62,796 100,000 

事務用品費 43,632 50,000 

事務局経費 155,065 200,000 

諸雑費 30,100 31,000 

その他 38,000 0 

合計 484,629 581,000 

２、事業経費

例会 530,373 600,000 

ドイツ語講座 1,052,475 1,050,000 

読書会 145,683 150,000 

ＳＡＳ 28,673 40,000 

見て聴いて‥音楽史 18,000 0 休会

ＳＷＺ 44,660 50,000 

国際交流費 86,288 80,000 

25周年記念事業費 65,000 100,000 

合唱団育成費 15,000 15,000 

合計 1,986,152 2,085,000 

支出合計 2,470,781 2,666,000 

差引余剰金 593,597 375,597 

2024年度事業計画

活動方針

① 新規会員獲得及び会員定着のための魅力あるイベント

企画と事業展開

② 日独協会ネットワークの活用

③ 異文化理解の手段となるドイツ語講座の提供

④ 協会付属合唱団「アムゼル」の活動支援

⑤ ワイマール独日協会との交流促進

⑥ 会員のご理解に応えるためのご意見、ご提案の聴取

⑦ スリムな役員体制でも事業運営を可能にする

事業計画

①ドイツ語講座の継続実施

② 月例会、見て聞いて楽しむ音楽史, 談話室SAS、ドイ

ツ語で歌おうSWZ（Singen Wir Zusammen!）、読書

会等の継続実施

③ 国際交流イベントへの参加（藤沢、鎌倉等）

④ 会報、ホームページ、江ノ電沿線新聞等による会員等

への情報発信

⑤ 会員相互交流企画の増進（懇親会）

⑥ 創立25周年記念事業の実施

2024年度執行部・監査体制

会 長 木原健次郎

常務理事 大澤由美子

常務理事 中村茂子

理 事 寺田雄介

理 事 鬼久保洋二

理 事 高橋善彦

理 事 田中満穂

理 事 ダウシュ・三浦  ハンナ

理 事 星野 諭

監 事 松川倫子

執行部支援体制

相談役 織田正雄 相談役 大久保明

名誉会長 島  新 顧問 大石則忠

顧問 三谷喜朗 顧問 古橋昭子

顧問 西山忠壬 顧問 勝亦正安



年会費納入のお願い

２０２４年度の年会費納入のお済でない方は、

早めにお手続きをお願いいたします。

また、御寄付も頂けましたら、協会運営に大いに

助かります。皆様のご協力をお願い申し上げます。

郵便口座は次の通りです。

湘南日独協会 口座記号 ００２１０－９－

口座番号 ２２７１８

編集後記

• 新理事のハンナさんと星野さんお二人が新しい風を

湘南日独協会へもたらし、会報「DerWind」も新し

くなろうとしています。どうぞご期待ください。

• 私の私的なことではありますが、５月１２日出国２１

日帰国の日程で、５年ぶりにドイツへ行ってきまし

た。コロナの期間を挟んでの変化を強く感じました。

日本円の所謂円安はその最も大きなものでした。フ

ランクフルトの街中で近郊の観光地でも日本人の数

は減少し、海外留学も困難になっているように思い

ます。通貨は国力を現わしていると思うと、インバ

ウンド景気などと浮かれるのは理解できません。政

府の対応が気になってなりません。

• 今回は私の友人知人も高齢者となり、お墓参りもし

ました、老人ホームも話題の中心の一つでした。お

墓に対して日本人とかなり異なった考えがあるのを

確認しました。このあたりに、結婚後も離婚後も姓

を自分で決定できる、個人重視の社会を再確認した

ところです。

• これまでの国は、伝統文化に裏打ちされた国民とし

ての一体感がありましたが、将来は異民族の混合し

た国家運営が主体となってゆく姿を少し垣間見た気

がします。

• 湘南日独協会も新たな行動を模索することになろうと

思います。皆様の積極的ご協力を切にお願いします。

（大久保）

新入会員紹介

 関塚 翔司 様 高橋 忠夫 様 室賀 みどり様

１１

読書会「ドイツ文学を原語で楽しむ会」の案内

２０１９年の秋に開始した「読書会」も間もなく

５年になろうとしています。ヘルマン・ヘッセの

「デミアン」を手始めに、ヘッセのメルヘンなどの

諸作品、トーマス・マン、フランツ・カフカの作品

を取り上げてきました。

ドイツ人から“どうしてそんな古い作品を”と不思

議がられていましたが、現在はパトリック・ジュー

スキント（Patrick Süskind 1949年生まれ)の短編の

作品を取り上げています。彼の作品では、邦訳「香

水」は広く知られ読まれているようです。

現代の作品とは言ってもドイツ語を読むのは決し

て容易ではありませんが、時に専門家のアドヴァイ

スを得ながら、原則毎月第２、第４月曜日に開催し

ています。参加者は現在１４名です。

読みたいを思っておられる作品のご提案も歓迎し

ます。ご関心をお持ちの方はご連絡ください。

       大久保 明 akiraokubo@jcom.zaq.ne.jp

「見て聴いて楽しむ音楽史」の再開

休会していました「見て聴いて楽しむ音楽史」を

再開します。会場は他の催し物と同じように「ミナ

パーク」を予定しています。

再開第1回は、7月10日(水)「チャイコフスキー

(Tchaikovsky)の音楽」その後は、9月5日(木)「リ

ヒャルト・シュトラウス(R. Strauss)の音楽」を予定

しています。それ以降の内容は、バロック音楽、

モーツァルト、ベートーヴェンを取り上げ、その後

にブラームスを取り上げようと検討中です。

皆さんとご一緒に音楽を楽しめる会にしたいと

思っています。どうぞ、ご参集下さい。

        高橋 善彦



湘南日独協会催事カレンダー(2024年6月～10月) 6月1日現在の情報です

見て聴いて楽しむ音楽史　（以下のとおり７月、９月に再開します。演題はホームページをご参照下さい）

読書会 10日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０５　　会費：1,000円

24日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０５　　会費：1,000円

談話室SAS 11日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ２　　会費：1,000円

SWZ 27日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

6月 講演会 23日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０５　　会費：1,500円

演題： 第2次世界大戦下の滞日ドイツ人（湘南方面を中心に）

講師： 大堀 聰氏 （現代史研究家）

概要： 先の大戦中には約２８００名のドイツ人が日本に滞在していました。その内、湘南地方には

どのようなドイツ人が暮らしていたのでしょうか。比較的知られた名前の名士が多く、

彼らを通して当時の日本のドイツ人社会の縮図が見えてくると言えるでしょう。

懇親会：有り

見て聴いて楽しむ音楽史

10日（水） 14:00-16:00 ミナパーク３０２    会費：1,500円

読書会  8日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０５　  会費：1,000円

22日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０５　  会費：1,000円

談話室SAS  9日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ１　　会費：1,000円

SWZ 25日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 28日（日） 15:00-17:00 ミナパーク５０５　　会費：1,500円

演題： １０５歳（１０６歳をまぢかに迎えて）を振り返る

講師： 藤田 操氏（会員）

概要： １０５歳を振り返り、戦前、戦中、戦後を語って頂き、また、退職されてから

ドイツ語を再び積極的に勉強され、その後継続されている。その魅力についても

語って頂きます。

懇親会：有り

8月 読書会 26日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０５　　会費：1,000円

見て聴いて楽しむ音楽史

 5日（木） 14:00-16:00 ミナパーク３０２    会費：1,500円

読書会  9日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０５　　会費：1,000円

23日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０５　　会費：1,000円

談話室SAS 10日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ２　　会費：1,000円

SWZ 19日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 29日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０５　　会費：1,500円

演題： 「西行－歌と旅と人生」

講師： 寺澤行忠氏　（会員、慶應義塾大学名誉教授）

概要： 西行は「新古今集」第一の歌人で、数々の名歌を詠んでいるが、文化史の上で後代に

与えた影響も、きわめて大きなものがある。その西行の名歌を鑑賞しながら、西行が

文化史上果たした役割について、みていきたい。

懇親会：有り

読書会 14日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０５　  会費：1,000円

28日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０５　  会費：1,000円

談話室SAS  8日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ２　　会費：1,000円

SWZ 17日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

参加される皆様へ 準備の都合上、早めにお申込ください。

従来、講演会の会場として使用していたアカデミア７Ｆは、江ノ電沿線新聞社の移転により使用できなくなり、

４月以降はミナパーク会場となりました。それにより会場費が大幅にアップし、協会としても経費見直しを

進めていますが、例会・講演会・音楽史ご参加の皆様にも、参加費としてご協力頂きたく、

会費を５００円値上げさせて頂きました。ご理解・ご協力をお願い申し上げます。

各催しは変更される場合があります　最新の予定を当協会のホームページでご確認ください。
URL : https://jdg-shonan.ciao.jp/ 右記のQRコードからもアクセス出来ます

7月

9月

10月


